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調査・報告

はじめに
南九州畑作におけるかんしょは、全国の生産量の

約半分を占める基幹作物である。しかし、育苗・植

え付け作業は長年人力に頼っているため機械化が進

んでおらず、作業時間は全作業時間の約半分を占め

ている。担い手不足の現在では喫緊の問題になっ

ている。そこで、国立研究開発法人農業・食品産業

技術総合研究機構（農研機構）九州沖縄農業研究セ

ンターは鹿児島県農業開発総合センターや農業機械

メーカーなどと協力し、原料用かんしょを対象とし

たかんしょ小苗（茎長15センチメートル。以下「小苗」

という）による育苗・植え付け作業の軽労・省力化

技術の開発を行った。本技術開発は、2011～2013

年度農林水産省「農林水産業・食品産業技術研究推

進事業」、2014～2015年度農研機構生物系特定産

業技術研究支援センター（生研センター）「攻めの農

林水産業の実現のための革新的技術緊急展開事業（う

ち産学の英知を結集した革新的な技術体系の確立）」、

2016～2018年度生研センター「革新的技術・緊急

展開事業（うち地域戦略プロ）」により一部実施した。

１．小苗栽培の特徴とは
慣行栽培では、苗床に１平方メートル当たり20

個の種いもを横にして伏せ込み、そこから発芽した

茎を切断（採苗）し、本
ほん

圃
ぽ

に植え付ける（挿苗）。

採苗に当たっては、８節以上ある茎を選び、長さな

どを微調整する。８節と言っても、育苗時期により

全長で30～40センチメートル以上とばらつきがあ

る。しかも、かんしょは、茎長20センチメートル

程度までは真っすぐ上に伸びるが、それ以上にな

ると倒れて地上を這うように生育していく。“採苗

するに適した茎だけを選択すること”、“多くの採苗

すべき茎は地上を這っていること”は採苗作業、“植

え付けに供給される苗の大きさがまちまちである

こと”は植え付け作業の機械化の障害になっている。

そこで、小苗の大きさは茎長15センチメートルと

決めた。これは①茎長20センチメートルまではほ

とんどの茎が真っすぐ立っているため採苗の機械化

がしやすい②半自動野菜移植機をベースにした小苗

用移植機では茎長15センチメートル以上になると

植え付け直後の苗に対して引き抜きが発生する－た

かんしょ苗は小型で軽労・省力化を実現
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【要約】
　小苗（茎長15センチメートル）栽培は、慣行栽培の担い手不足解消を図るため苗床造成機、一斉採苗機、
穴あけ機、調製機および小苗用移植機を開発することで、これまでなかった苗床造成から植え付け作業ま
での一貫機械化体系を実現した。また、一斉採苗で発生した短い苗を再育苗することで苗生産性の向上を
図った。小苗による節数減少や活着不良などにも、新技術の開発により解決し、慣行栽培並み収量の実現
が可能となった。
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めである。実際、茎長15センチメートルにするこ

とで、一斉採苗機よる採苗と半自動野菜移植機によ

る植え付けが可能となった（図１）。

しかし、一斉採苗をすることで15センチメート

ルに満たない茎が大量に発生し、また、小さい苗の

ため節数が４～６節と少なく、乾燥に弱く植え付け

後の活着不良が危惧される。実際、15センチメー

トルに満たない茎は大量に発生し、苗生産性は慣行

苗と比べ低下する場合もある。

そこで、短い茎は、養液育苗（再育苗）により約

３週間（苗床育苗と同じ採苗間隔）で小苗になるま

で生育させ再利用する。小苗の苗生産性は、採苗間

隔が慣行苗（30日間）と比べると約10日短いこと、

小苗育苗は密植であること、そして再育苗を行うこ

とにより、慣行苗の1.5倍以上となる。小苗の節数

減少により、1株当たりのいも数は慣行苗より少な

く、慣行栽培の栽植密度のままでは減収する。ただ

し、1個当たりのいも重は大きいため、くずいもに

よるロスが少なくなり、短い栽培日数の場合有利で

ある。このため、株間を慣行栽培の40センチメー

トルから35センチメートルに変更し、単位面積当

たりのいも数を増やすことなどにより、慣行栽培並

み収量の実現は十分可能である。また、４月から５

月の植え付け期間に慣行苗では３回の植え付けが可

能であるが、小苗では４回の植え付けが可能となる

ため、生産者は、栽培面積に余裕があれば生産量を

増やすことや、労働力を他の作業に投入することが

できる。活着不良については、植え付け前の蒸散抑

制剤散布による処理と小苗用移植機によるかん水に

より慣行苗と同等の残存率を維持できる。

小苗栽培の作業工程は以下の通り（図２）。苗床

作業では、苗床造成機（作業者１人）を用いて、畝

幅１メートルの畝を作りながら周囲を波板シートで

囲み、作業は３～４人で行う。波板シートの設置は、

苗床の土が崩れず、茎が横に広がることを防止し、

真っすぐに伸びるようにする。伏せ込みでは、苗床

造成機で膨軟になる苗床（深さ約20センチメート

ル）に、１平方メートル27個の種いもを縦にして

伏せ込む。人力で20センチメートルまで伏せ込む

のは難しいので穴あけ機（作業者２人）を使って下

穴を開ける。なお、一斉採苗機と穴あけ機の動力は

バッテリー式電動ドリルを使用しているため、コー

ドレスで作業ができ、取り扱いが容易である。採苗

作業は、一斉採苗機（刈り幅１メートル、作業者２人）

を使う。ただし、回収は人力による。調製・選別作

業では、調製機（作業者２人）により茎長15セン

チメートル以上を15センチメートルの小苗に調整

図１　小苗と慣行苗
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①苗床造成 ③種いもの伏せ込み②種いも用穴あけ ④保温
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⑤一斉採苗・回収 ⑥調製・選別 ⑦養生・蒸散抑制剤散布

↑

⑥´セルトレイの苗挿し ⑦´一斉採苗・回収

⑧本圃場植え付け

→

図２　小苗育苗工程の概要

し、さらに再育苗を行う茎（７～15センチメートル）

と廃棄する茎（茎長7センチメートル未満）に選別

する。７センチメートルより短い苗を茎長15セン

チメートルまで生育させるには時間がかかるので、

高生産性を維持するためには再育苗には適さない。

再育苗では、育苗ベッドに敷いたヒーター（３月ま

で使用）の上に茎を挿した72穴セルトレイを置き、

液肥は底面かん水による干満法で給水する。液肥の

施用などの管理法は、地域や育苗時期により異なる。

植え付け作業には、半自動野菜移植機に送風機（ブ

ロワ）とかん水ポンプを取り付けた小苗用移植機を

用いる。ブロワは、非常に軽い小苗を強制的に落下

させるために必要となる。かん水ポンプは、植え付

けと同時にかん水し活着を促進するために使用す

る。

２．生産者が使用して
小苗技術を導入した生産者が宮崎県、鹿児島県に

複数あり、実証を続けている。小苗作業に慣れたわ

れわれが作業を行うと小苗の育苗・植え付け作業時

間は10アール当たり９時間と、慣行の作業時間の

（同20時間）の50％以上の省力効果が発揮される。

初心者の生産者では同10数時間となる（図３）。
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また、軽労化では、採苗時のハウス内での作業時

間が極端に短い（同６分以下）ため、一斉採苗後の

作業は、涼しいところで、椅子やコンテナに腰かけ

た楽な姿勢で行うことができる。また、植え付けで

も、屈んだ姿勢での作業は少なくなり、かつ作業時

間も短縮され、生産者からは好評である。実証にお

ける問題点は、小苗栽培に不慣れであるということ

である。種いもの伏せ込みから養液育苗の管理まで

は、慣行栽培とは大きく異なることから、慣れるの

には数回（つまり数年）の経験が必要と感じた。た

だし、小苗用移植機のベースが半自動野菜移植機で

あるため植え付けは早く慣れるようで、２回目から

単独で作業を行えるようになる。

縦伏せ込みは、発芽勢が良く、苗床造成の技術だ

けでもすぐに入れたいと希望される生産者もいる。

このような意見をいただくと、すべての技術を一度

に入れる必要はないと思われる。

おわりに
苗床造成機、穴あけ機、一斉採苗機および調製機

は市販化されており、小苗用移植機についても技術

的にも完成している。今後は、さらに生産者での実

証を通して小苗栽培の効果を明らかにし、かんしょ

小苗の普及を目指していきたい。
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図３　慣行作業と小苗作業の作業時間の推移




